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  （百万円未満切捨て）

１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 コア営業利益 営業利益 四半期利益 
親会社の 

所有者に帰属する 
四半期利益 

四半期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第３四半期 633,435 22.3 68,251 55.6 71,896 60.9 42,547 46.6 41,358 51.9 28,511 47.5 

2019年３月期第３四半期 518,030 9.9 43,871 △4.0 44,693 △3.4 29,018 △29.6 27,234 △31.9 19,330 △63.4 

（参考）税引前利益 2020年３月期第３四半期 60,915百万円(44.3％) 2019年３月期第３四半期 42,200百万円(△3.3％) 

コア営業利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益（非経常項目）を除いて算出しております。
 

  
基本的１株当たり 

四半期利益 
希薄化後１株当たり 

四半期利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第３四半期 95.57 － 

2019年３月期第３四半期 62.93 － 

 

（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 
親会社の所有者に 

帰属する持分 
親会社所有者 
帰属持分比率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 

2020年３月期第３四半期 1,785,701 457,977 426,738 23.9 

2019年３月期 1,771,015 435,854 406,602 23.0 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年３月期 － 12.00 － 13.00 25.00 

2020年３月期 － 14.00 －     

2020年３月期（予想）       14.00 28.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上収益 コア営業利益 営業利益 当期利益 
親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

基本的１株当たり 
当期利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 855,000 15.5 91,500 39.0 95,000 42.1 56,000 28.1 54,000 30.8 124.78 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

（参考）税引前利益 通期 80,500百万円（29.7％） 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 

（注）詳細は、11ページ「２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期３Ｑ 433,092,837 株 2019年３月期 433,092,837 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 338,568 株 2019年３月期 335,852 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 432,755,895 株 2019年３月期３Ｑ 432,759,118 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については３ページ「１．当四半期

決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

全般の概況

 当第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）における当社グループの事業環境は、国

内では、主要関連業界を中心に生産活動が弱まったことに加え、欧州も主要関連業界の生産活動は低調でした。一

方、米国では製造業の生産活動は底堅く、セパレートガス（酸素、窒素、アルゴン）の出荷は前期並みに推移しま

した。エレクトロニクス関連においては、電子材料ガスの出荷は、国内では前期並みでしたが海外では減少しまし

た。

 

 このような状況の下、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上収益6,334億35百万円（前年同期比

22.3％増加）、コア営業利益682億51百万円（同 55.6％増加）、営業利益718億96百万円（同 60.9％増加）、親会

社の所有者に帰属する四半期利益413億58百万円（同 51.9％増加）となりました。

 なお、コア営業利益は営業利益から非経常的な要因により発生した損益（事業撤退や縮小から生じる損失等）を

除いて算出しております。

 

 セグメント業績は、次のとおりです。 

 なお、セグメント利益はコア営業利益で表示しております。 

 

① 国内ガス事業 

 産業ガス関連では、主力製品であるセパレートガスの売上収益は、主要関連業界である鉄鋼・非鉄・金属加工

及び化学向けを中心に前期に比べ減少しました。また、エレクトロニクス関連での電子材料ガスの売上収益は、

前期並みとなりました。機器・工事では、2018年10月に買収した医療機器販売会社アイ・エム・アイ㈱の収益貢

献がありました。

 以上の結果、国内ガス事業の売上収益は、2,602億57百万円（前年同期比 2.2％減少）、セグメント利益は、

199億72百万円（同 6.4％減少）となりました。 

 

② 米国ガス事業 

 産業ガス関連では、製造業での生産は堅調であり、バルクガスを中心に売上収益は増加しました。オンサイト

では、化学メーカー向け等の新規案件の稼動が開始したことに加え、2019年２月に買収したHyCO事業※の貢献も

あり、増収となりました。機器・工事では、エレクトロニクス関連での売上収益は減少しました。

 以上の結果、米国ガス事業の売上収益は、1,488億40百万円（前年同期比 7.2％増加）、セグメント利益は、

167億79百万円（同 59.4％増加）となりました。

※天然ガス等から水蒸気改質装置などで分離される水素（H2）・一酸化炭素（CO）を、石油精製・石油化学産業 

などにパイプラインを通じて大規模供給する事業 

 

③ 欧州ガス事業 

 欧州ガス事業の売上収益は、1,253億７百万円、セグメント利益は、192億12百万円となりました。なお、2018

年12月に米国Praxair, Inc.から買収した欧州事業を前第３四半期連結会計期間より当セグメントで開示してお

ります。 

 

④ アジア・オセアニアガス事業 

 産業ガス関連では、バルクガスの売上収益は、主に中国で大きく減少したことに加え、アジア地域全般で軟調

でした。ＬＰガスは、豪州での出荷は堅調でした。エレクトロニクス関連では、電子材料ガスの出荷は前期を下

回りましたが、機器・工事が大きく増加し、売上収益は増加しました。

 以上の結果、アジア・オセアニアガス事業の売上収益は、791億61百万円（前年同期比 0.3％増加）、セグメ

ント利益は、81億48百万円（同 4.8％減少）となりました。 

 

⑤ サーモス事業 

 サーモス事業は、国内ではケータイマグの販売は堅調でしたが、冷夏・暖冬（天候不順）の影響を受け、スポ

ーツボトルと保温弁当箱の販売は前期を下回りました。海外では、海外販社の出荷数量が減少しました。

 以上の結果、サーモス事業の売上収益は、198億69百万円（前年同期比 8.1％減少）、セグメント利益は、60

億60百万円（同 15.9％減少）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は１兆7,857億１百万円で、前連結会計年度末比で146億86百万円の増加

となっております。為替の影響については、前連結会計年度末に比べ期末日レートがUSドルで１円43銭の円高、ユ

ーロで２円２銭の円高となるなど、約203億円少なく表示されております。

〔資産〕

 流動資産は、現金及び現金同等物の増加や営業債権の減少等により、前連結会計年度末比で114億29百万円増加

し、3,585億73百万円となっております。

 非流動資産は、有形固定資産の増加等により、前連結会計年度末比で32億56百万円増加し、１兆4,271億27百万

円となっております。

〔負債〕

 流動負債は、社債及び借入金の減少等により、前連結会計年度末比で3,954億８百万円減少し、3,237億69百万円

となっております。 

 非流動負債は、社債及び借入金やその他の金融負債の増加等により、前連結会計年度末比で3,879億71百万円増

加し、１兆39億54百万円となっております。

〔資本〕

 資本は、親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上による増加や、利益剰余金の配当、在外営業活動体の換算

差額の減少等により、前連結会計年度末比で221億22百万円増加し、4,579億77百万円となっております。

 なお、親会社所有者帰属持分比率は23.9％で前連結会計年度末に比べ0.9ポイント高くなっております。

 

（キャッシュ・フローの分析）

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前四半期利益、減価償却費及び償却費、法人所得税の支払額又は還付額等により、営業活動によるキャッシ

ュ・フローは972億76百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 有形固定資産の取得による支出、有形固定資産の売却による収入等により、投資活動によるキャッシュ・フロー

は451億７百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 短期借入金の純増減額、長期借入れによる収入、社債の発行による収入等により、財務活動によるキャッシュ・

フローは367億６百万円の支出となりました。

 

 これらの結果に、為替換算差額等を加えた当第３四半期連結累計期間の現金及び現金同等物の四半期末残高は、

737億91百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日（2020年２月５日）公表いたしました「業績予 

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

      （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

 
当第３四半期 
連結会計期間 

(2019年12月31日) 

資産      

流動資産      

現金及び現金同等物 59,620   73,791 

営業債権 197,952   184,545 

棚卸資産 66,288   73,549 

その他の金融資産 10,051   8,535 

その他の流動資産 13,231   18,150 

流動資産合計 347,143   358,573 

非流動資産      

有形固定資産 639,332   664,753 

のれん 437,722   434,474 

無形資産 253,897   242,272 

持分法で会計処理されている投資 34,434   30,353 

その他の金融資産 51,314   48,255 

退職給付に係る資産 1,773   1,695 

その他の非流動資産 720   728 

繰延税金資産 4,676   4,592 

非流動資産合計 1,423,871   1,427,127 

資産合計 1,771,015   1,785,701 
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      （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

 
当第３四半期 
連結会計期間 

(2019年12月31日) 

負債及び資本      

負債      

流動負債      

営業債務 105,966   93,174 

社債及び借入金 533,925   150,607 

未払法人所得税 10,704   6,080 

その他の金融負債 41,818   49,321 

引当金 352   371 

その他の流動負債 26,410   24,214 

流動負債合計 719,177   323,769 

非流動負債      

社債及び借入金 466,206   828,740 

その他の金融負債 4,054   30,448 

退職給付に係る負債 12,377   12,597 

引当金 7,603   3,093 

その他の非流動負債 20,336   20,067 

繰延税金負債 105,403   109,007 

非流動負債合計 615,983   1,003,954 

負債合計 1,335,160   1,327,723 

資本      

資本金 37,344   37,344 

資本剰余金 53,116   57,450 

自己株式 △261   △267 

利益剰余金 339,393   369,599 

その他の資本の構成要素 △22,991   △37,389 

親会社の所有者に帰属する持分合計 406,602   426,738 

非支配持分 29,251   31,239 

資本合計 435,854   457,977 

負債及び資本合計 1,771,015   1,785,701 
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

（第３四半期連結累計期間）

      （単位：百万円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

 
 当第３四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年12月31日) 

売上収益 518,030   633,435 

売上原価 △333,850   △388,228 

売上総利益 184,179   245,207 

       

販売費及び一般管理費 △143,309   △181,013 

その他の営業収益 2,737   9,685 

その他の営業費用 △1,445   △4,212 

持分法による投資利益 2,531   2,228 

営業利益 44,693   71,896 

       

金融収益 1,823   1,021 

金融費用 △4,317   △12,002 

税引前四半期利益 42,200   60,915 

       

法人所得税 △13,182   △18,368 

四半期利益 29,018   42,547 

       

四半期利益の帰属      

親会社の所有者 27,234   41,358 

非支配持分 1,784   1,189 

       

１株当たり四半期利益      

基本的１株当たり四半期利益（円） 62.93   95.57 
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要約四半期連結包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

      （単位：百万円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

 
 当第３四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年12月31日) 

四半期利益 29,018   42,547 

       

その他の包括利益      

純損益に振り替えられることのない項目      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する

金融資産 
△3,043   453 

確定給付制度の再測定 △1   △10 

持分法適用会社におけるその他の包括利益に 

対する持分 
△192   9 

純損益に振り替えられることのない項目合計 △3,238   452 

純損益に振り替えられる可能性のある項目      

在外営業活動体の換算差額 △3,106   △12,600 

キャッシュ・フロー・ヘッジの公正価値の純変

動の有効部分 
△2,656   40 

持分法適用会社におけるその他の包括利益に 

対する持分 
△686   △1,928 

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 △6,449   △14,488 

税引後その他の包括利益合計 △9,687   △14,035 

四半期包括利益 19,330   28,511 

       

四半期包括利益の帰属      

親会社の所有者 17,721   27,483 

非支配持分 1,608   1,027 
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日） 

      （単位：百万円） 

  資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金 

2018年４月１日残高 37,344 53,072 △256 305,400 

         

四半期利益 － － － 27,234 

その他の包括利益 － － － － 

四半期包括利益 － － － 27,234 

         

自己株式の取得 － － △4 － 

自己株式の処分 － 0 0 － 

配当 － － － △10,389 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ 93 － － 

企業結合又は事業分離 － － － － 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － － 2,469 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ － － － 

連結範囲の変動 － － － － 

その他の増減 － － － － 

所有者との取引額等合計 － 93 △4 △7,920 

         

2018年12月31日残高 37,344 53,166 △260 324,714 

 

                 

  その他の資本の構成要素 

親会社の所
有者に帰属
する持分 
合計 

非支配 
持分 

資本 
合計  

在外営業活
動体の換算
差額 

キャッシ
ュ・フロ
ー・ヘッジ
の公正価値
の純変動の
有効部分 

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産 

確定給付制
度の再測定 

合計 

2018年４月１日残高 △25,699 △38 16,632 － △9,105 386,457 25,614 412,072 

                 

四半期利益 － － － － － 27,234 1,784 29,018 

その他の包括利益 △3,634 △2,656 △3,008 △212 △9,512 △9,512 △175 △9,687 

四半期包括利益 △3,634 △2,656 △3,008 △212 △9,512 17,721 1,608 19,330 

                 

自己株式の取得 － － － － － △4 － △4 

自己株式の処分 － － － － － 0 － 0 

配当 － － － － － △10,389 △814 △11,204 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ － － － － 93 24 118 

企業結合又は事業分離 － － － － － － 1,451 1,451 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － △2,681 212 △2,469 － － － 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ 2,629 － － 2,629 2,629 － 2,629 

連結範囲の変動 － － － － － － － － 

その他の増減 － － － － － － △89 △89 

所有者との取引額等合計 － 2,629 △2,681 212 160 △7,671 572 △7,098 

                 

2018年12月31日残高 △29,334 △65 10,942 － △18,457 396,508 27,796 424,304 
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当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日） 

      （単位：百万円） 

  資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金 

2019年４月１日残高 37,344 53,116 △261 339,393 

         

四半期利益 － － － 41,358 

その他の包括利益 － － － － 

四半期包括利益 － － － 41,358 

         

自己株式の取得 － － △6 － 

自己株式の処分 － 0 0 － 

配当 － － － △11,688 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ 0 － － 

企業結合又は事業分離 － 4,333 － － 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － － 523 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ － － － 

連結範囲の変動 － － － 12 

その他の増減 － － － － 

所有者との取引額等合計 － 4,334 △6 △11,152 

         

2019年12月31日残高 37,344 57,450 △267 369,599 

 

                 

  その他の資本の構成要素 

親会社の所
有者に帰属
する持分 
合計 

非支配 
持分 

資本 
合計  

在外営業活
動体の換算
差額 

キャッシ
ュ・フロ
ー・ヘッジ
の公正価値
の純変動の
有効部分 

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産 

確定給付制
度の再測定 

合計 

2019年４月１日残高 △33,440 △39 10,488 － △22,991 406,602 29,251 435,854 

                 

四半期利益 － － － － － 41,358 1,189 42,547 

その他の包括利益 △14,358 40 453 △10 △13,874 △13,874 △161 △14,035 

四半期包括利益 △14,358 40 453 △10 △13,874 27,483 1,027 28,511 

                 

自己株式の取得 － － － － － △6 － △6 

自己株式の処分 － － － － － 0 － 0 

配当 － － － － － △11,688 △674 △12,363 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ － － － － 0 △92 △91 

企業結合又は事業分離 － － － － － 4,333 1,961 6,294 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － △534 10 △523 － － － 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ － － － － － － － 

連結範囲の変動 － － － － － 12 － 12 

その他の増減 － － － － － － △233 △233 

所有者との取引額等合計 － － △534 10 △523 △7,347 959 △6,388 

                 

2019年12月31日残高 △47,798 1 10,407 － △37,389 426,738 31,239 457,977 
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

      （単位：百万円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

 
 当第３四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前四半期利益 42,200   60,915 

減価償却費及び償却費 36,881   63,073 

減損損失 －   1,931 

受取利息及び受取配当金 △1,325   △1,021 

支払利息 4,317   10,713 

持分法による投資損益（△は益） △2,531   △2,228 

有形固定資産及び無形資産除売却損益（△は益） △736   △6,529 

営業債権の増減額（△は増加） 6,126   10,849 

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,831   △7,166 

営業債務の増減額（△は減少） 4,057   △11,953 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △327   △311 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 218   683 

その他 △5,321   1,349 

小計 75,726   120,305 

利息の受取額 198   168 

配当金の受取額 2,911   4,850 

利息の支払額 △4,273   △9,183 

法人所得税の支払額又は還付額（△は支払） △15,397   △18,863 

営業活動によるキャッシュ・フロー 59,164   97,276 

投資活動によるキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得による支出 △53,527   △54,389 

有形固定資産の売却による収入 1,817   8,135 

投資の取得による支出 △1,029   △548 

投資の売却及び償還による収入 5,484   1,172 

子会社の取得による支出 △640,088   － 

子会社の売却による収入 －   1,586 

事業譲受による支出 △4,748   － 

その他 △3,648   △1,064 

投資活動によるキャッシュ・フロー △695,740   △45,107 

財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の純増減額（△は減少） 643,791   △411,569 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 30,000   6,000 

長期借入れによる収入 35,193   386,617 

長期借入金の返済による支出 △27,858   △48,733 

社債の発行による収入 －   49,736 

リース負債の返済による支出 △1,634   △6,349 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得によ

る支出 
△169   △43 

配当金の支払額 △10,389   △11,688 

非支配持分への配当金の支払額 △814   △674 

その他 △565   △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 667,553   △36,706 

現金及び現金同等物に係る為替変動による影響 496   △1,332 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 31,473   14,130 

現金及び現金同等物の期首残高 47,809   59,620 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額

（△は減少） 
△34   41 

現金及び現金同等物の四半期末残高 79,248   73,791 
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

 当社グループが、第１四半期連結会計期間より適用している主な基準書及び解釈指針は、以下のとおりでありま

す。 

基準書及び解釈指針 新設・改訂の概要

IFRS第16号 リース

 リースの取り扱いに関する会計処理及び開示方法についての改訂

を定めたものであります。

 主に、単一モデルとして、リース期間が12ヶ月を超える全ての借

手のリースについて、原則としてその資産の使用権と支払いに伴う

債務を財務諸表に反映することを求めております。

 なお、IFRS第16号を適用することにより、本基準の適用開始日において、当社グループのリース関連の資産の帳

簿価額が341億円増加し、同時にリース負債が346億円増加しております。 

 IFRS第16号の適用にあたっては、経過措置として認められている、本基準の適用による累積的影響を適用開始日

に認識する方法を採用しておりますが、本基準の適用開始日における累積的影響額はありません。 
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（セグメント情報）

(1) 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。なお、報告にあたって事業セグメントの集約は行っておりません。 

 

 当社グループは、鉄鋼、化学、エレクトロニクス産業向けなどに国内外でガス事業を行っており、主要製品

に関しては、日本、米国、欧州、アジア・オセアニアの各地域において、それぞれ生産・販売体制を構築して

おります。また、ステンレス製魔法瓶など家庭用品の製造・販売などの事業も行っております。したがって、

当社は、「国内ガス事業」「米国ガス事業」「欧州ガス事業」「アジア・オセアニアガス事業」「サーモス事

業」の５つを報告セグメントとしております。 

 

 各報告セグメントの主要な製品は、以下のとおりであります。 

報告セグメント 主要な製品・サービス

国内ガス事業 酸素、窒素、アルゴン、炭酸ガス、ヘリウム、水素、アセチレン、ガス関連

機器、特殊ガス（電子材料ガス、純ガス等）、電子関連機器・工事、半導体

製造装置、溶断機器、溶接材料、機械装置、ＬＰガス・関連機器、医療用ガ

ス（酸素、亜酸化窒素等）、医療機器、安定同位体

米国ガス事業

欧州ガス事業

アジア・オセアニアガス事業

サーモス事業 家庭用品

 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している方法と同一で

あります。なお、セグメント間の内部売上収益又は振替高は、主に市場実勢価格に基づいております。 

 

(2) 報告セグメントごとの売上収益及び損益の金額に関する情報 

 

前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日） 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

連結 
 

国内ガス 
事業 

米国ガス 
事業 

欧州ガス 
事業 

アジア・ 
オセアニア 
ガス事業 

サーモス 
事業 

合計 

売上収益                

外部顧客への売上収益 265,989 138,856 12,687 78,887 21,609 518,030 － 518,030 

セグメント間の内部 

売上収益又は振替高 
6,498 10,090 － 3,004 31 19,625 △19,625 － 

計 272,488 148,946 12,687 81,892 21,641 537,655 △19,625 518,030 

セグメント利益（注２） 21,331 10,526 560 8,559 7,205 48,183 △4,312 43,871 

（注）１．セグメント利益の調整額△4,312百万円には、セグメント間取引消去△345百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,203百万円及び欧州事業の取得関連費用△2,762百万円が含まれております。全社費

用は、主に報告セグメントに配分していない基礎研究費用等です。 

２．セグメント利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益（事業撤退や縮小から生じる損失等）

を除いて算出したコア営業利益で表示しております。 
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当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日） 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

連結 
 

国内ガス 
事業 

米国ガス 
事業 

欧州ガス 
事業 

アジア・ 
オセアニア 
ガス事業 

サーモス 
事業 

合計 

売上収益                

外部顧客への売上収益 260,257 148,840 125,307 79,161 19,869 633,435 － 633,435 

セグメント間の内部 

売上収益又は振替高 
7,447 11,970 82 2,319 20 21,840 △21,840 － 

計 267,704 160,811 125,390 81,480 19,889 655,276 △21,840 633,435 

セグメント利益（注２） 19,972 16,779 19,212 8,148 6,060 70,173 △1,922 68,251 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,922百万円には、セグメント間取引消去△465百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,457百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していな

い基礎研究費用等です。 

２．セグメント利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益（事業撤退や縮小から生じる損失等）

を除いて算出したコア営業利益で表示しております。 

 

 セグメント利益から、税引前四半期利益への調整は、以下のとおりであります。 

（単位：百万円） 
 

 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2018年４月１日 
至 2018年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2019年４月１日 
至 2019年12月31日） 

セグメント利益 43,871 68,251

 固定資産売却益 948 6,490

 減損損失 － △1,927

 その他 △125 △917

営業利益 44,693 71,896

 金融収益 1,823 1,021

 金融費用 △4,317 △12,002

税引前四半期利益 42,200 60,915
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１－１．業績概要
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為替レート： （USD→円）前期3Qレート 111.33円/USドル 当期3Qレート 108.89円/USドル
（EUR→円）前期3Qレート 127.00円/ユーロ 当期3Qレート 121.12円/ユーロ

2019年3月期 3Q実績にて、欧州事業の取得関連費用（アドバイザリー費用等）として27億円を計上しました。

5,180 6,334 +1,154
+22.3%

438 682 +244
8.5% 10.8% +55.6%

非経常損益 8 36 +28

446 718 +272
8.6% 11.4% +60.9%

金融損益 -24 -109 -85

税引前四半期利益 422 609 +187

法人所得税 -131 -183 +52

四半期利益 290 425 +135

(四半期利益の帰属)

272 413 +141
5.3% 6.5% +51.9%

非支配持分に帰属する四半期利益 17 11 -6

20/3月期

3Q実績

　　　利益率

親会社の所有者に帰属する四半期利益

19/3月期

3Q実績

　　　利益率

前年同期比

        増減率

売上収益

営業利益

単位：億円

コア営業利益

１－１．業績概要
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【売上収益】

【営業利益】

単位：億円
19/3月期

3Q実績

20/3月期

3Q実績
増減率

国内ガス事業 2,659 2,602 -2.2%

米国ガス事業 1,388 1,488 +7.2%

欧州ガス事業 126 1,253 -

アジア・オセアニアガス事業 788 791 +0.3%

サーモス事業 216 198 -8.1%

合　計 5,180 6,334 +22.3%

単位：億円
19/3月期

3Q実績

20/3月期

3Q実績
増減率

国内ガス事業 213 199 -6.4%

米国ガス事業 105 167 +59.4%

欧州ガス事業 5 192 -

アジア・オセアニアガス事業 85 81 -4.8%

サーモス事業 72 60 -15.9%

消去又は全社* -43 -19 -

コア営業利益　計 438 682 +55.6%

非経常損益 8 36 -

営業利益 446 718 +60.9%

*2019年3月期 3Q実績「消去又は全社」にて、欧州事業の取得関連費用（アドバイザリー費用等）として27億円が含まれていました。



１－２．セグメント別業績：国内ガス事業
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・バルク・オンサイト（セパレートガス）：主要関連業界

である鉄鋼、非鉄、金属加工及び化学向けを中心に減少

・ガス関連・プラント他（メディカル）：

医療機器販売会社アイ・エム・アイ社買収による寄与

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

・燃料価格上昇によるコスト増加

・バルク・オンサイト（セパレートガス）：減収による減益

・医療機器販売会社アイ・エム・アイ社買収による寄与

・経費：人件費等によるコスト増加

単位：億円
19/3月期

3Q

20/3月期

3Q
増減率

セパレートガス 他 114 114 +0.1%

パッケージ 小計 114 114 +0.1%

セパレートガス 381 364 -4.4%

炭酸ガス 183 178 -2.6%

ヘリウム 33 34 +2.0%

その他ガス 76 75 -0.9%

バルク 小計 674 652 -3.2%

セパレートガス 568 537 -5.5%

その他ガス 53 48 -8.1%

オンサイト 小計 621 585 -5.8%

243 203 -16.5%

197 197 -0.2%

小計 1,851 1,753 -5.3%

ガス関連・プラント 他 485 553 +14.1%

エレクトロニクス関連 126 111 -11.7%

溶接・溶断関連 196 183 -6.5%

小計 807 848 +5.0%

2,659 2,602 -2.2%

213 199 -6.4%セグメント利益

特殊ガス

ＬＰガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト

１－２．セグメント別業績：米国ガス事業
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・バルク：セパレートガスを中心に出荷は堅調。

炭酸ガスは新規工場稼動開始により出荷増

・オンサイト：新規案件の稼動開始。

HyCO事業買収による貢献

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

・セパレートガスを中心に産業ガス関連は全般的に堅調

・炭酸ガス事業での製造原価等によるコスト増加

・HyCO事業買収による貢献

※為替換算による影響：売上収益 ▲30.1億円 セグメント利益 ▲2.3億円

単位：億円
19/3月期

3Q

20/3月期

3Q
増減率

セパレートガス 他 344 361 +4.9%

パッケージ 小計 344 361 +4.9%

セパレートガス 274 277 +1.0%

炭酸ガス 185 193 +4.5%

ヘリウム 45 43 -4.3%

その他ガス 73 66 -8.5%

バルク 小計 579 582 +0.5%

セパレートガス 59 71 +19.2%

その他ガス 11 99 －

オンサイト 小計 71 170 +139.6%

33 28 -14.2%

52 49 -6.9%

小計 1,081 1,193 +10.3%

エレクトロニクス関連 38 35 -7.5%

溶接・溶断関連 268 259 -3.2%

小計 306 295 -3.7%

1,388 1,488 +7.2%

105 167 +59.4%セグメント利益

特殊ガス

ＬＰガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト



１－２．セグメント別業績：欧州ガス事業
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単位：億円
19/3月期

3Q

20/3月期

3Q

セパレートガス 他 20 235

パッケージ 小計 20 235

セパレートガス 30 294

炭酸ガス 19 205

ヘリウム 3 63

その他ガス 10 88

バルク 小計 64 652

セパレートガス 19 164

その他ガス 3 28

オンサイト 小計 23 193

6 61

小計 114 1,142

ガス関連・プラント 他 9 86

溶接・溶断関連 2 23

小計 12 110

126 1,253

5 192セグメント利益

特殊ガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト

2018年12月に米国Praxair, Inc.から買収した欧州事業の業績を「欧州ガス事業」で開示しております。
（2019年3月期3Q実績は、2018年12月の1ヶ月の業績です）

なお、買収した欧州事業の取得日が2018年4月1日だったと仮定した場合の2018年4月1日から2018年12月31日の
売上収益は1,227億円であり、前年同期比 +2.1%増加となります。

※為替換算による影響：売上収益 ▲5.8億円 セグメント利益 ▲0.2億円

１－２．セグメント別業績：アジア・オセアニアガス事業
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・バルク（セパレートガス）：主に中国で大きく減少

・LPガス：豪州での販売は順調

・特殊ガス：電子材料ガスの出荷減少

・エレクトロニクス関連機器・工事：台湾で大きく増加

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

・豪州でのLPガス事業の採算が改善

・電子材料ガスの減収による減益

※為替換算による影響：売上収益 ▲29.0億円 セグメント利益 ▲3.7億円

単位：億円
19/3月期

3Q

20/3月期

3Q
増減率

セパレートガス 他 29 27 -7.0%

パッケージ 小計 29 27 -7.0%

セパレートガス 139 123 -11.0%

炭酸ガス 13 13 +4.5%

ヘリウム 30 41 +32.9%

その他ガス 23 20 -11.1%

バルク 小計 206 199 -3.5%

セパレートガス 27 27 +1.9%

オンサイト 小計 27 27 +1.9%

112 112 -0.4%

220 205 -6.6%

小計 596 572 -4.0%

ガス関連・プラント 他 128 128 -0.5%

エレクトロニクス関連 26 52 +99.3%

溶接・溶断関連 37 37 +2.2%

小計 192 218 +13.7%

788 791 +0.3%

85 81 -4.8%セグメント利益

特殊ガス

ＬＰガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト



１－２．セグメント別業績：サーモス事業
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・国内：ケータイマグの販売は前年並み。

スポーツボトル・保温弁当箱の販売が低調

・海外：韓国での販売環境の変化。

マレーシア・フィリピンでの生産工場の稼働率低下

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

・国内：冷夏・暖冬（天候不順）による減収による減益

・海外：生産工場の稼働率低下による減益。

持分法適用会社の販売は低調

単位：億円
19/3月期

3Q

20/3月期

3Q
増減率

国内 169 172 +1.5%

海外 46 26 -43.2%

売上収益 合計 216 198 -8.1%

72 60 -15.9%セグメント利益

売上収益

※為替換算による影響：売上収益 ▲2.3億円 セグメント利益 ▲0.8億円

２－１．2020年3月期 業績予想概要
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2020年3月期 想定為替レート ：（USD→円）108.50円/USドル、（EUR→円）120.00円/ユーロ
※2019年3月期 通期為替レート：（USD→円）111.07円/USドル、（EUR→円）125.70円/ユーロ

7,403 8,550 +1,147 8,900
+15.5%

658 915 +257 950
8.9% 10.7% +39.0% 10.7%

非経常損益 10 35 +25 70

668 950 +282 1,020
9.0% 11.1% +42.1% 11.5%

金融損益 -47 -145 -98 -155

税引前利益 620 805 +185 865

法人所得税 -183 -245 +62 -270

当期利益 437 560 +123 595

(当期利益の帰属)

412 540 +128 570
5.6% 6.3% +30.8% 6.4%

非支配持分に帰属する当期利益 24 20 -4 25

親会社の所有者に帰属する当期利益

19/3月期

通期実績

　　　利益率

20/3月期

通期予想

（前年5/13発表）

　　　利益率

20/3月期

通期予想

（2/5発表）

　　　利益率

前期比

        増減率

売上収益

営業利益

単位：億円

コア営業利益



２－２．2020年3月期 セグメント別業績予想
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【売上収益】

【営業利益】

単位：億円
19/3月期

通期実績

20/3月期

通期予想
(2/5発表）

増減率
20/3月期

通期予想
(前年10/31発表）

国内ガス事業 3,639 3,600 -1.1% 3,750

米国ガス事業 1,873 1,990 +6.2% 2,070

欧州ガス事業*1 551 1,640 +197.6% 1,680

アジア・オセアニアガス事業 1,061 1,050 -1.1% 1,100

サーモス事業 278 270 -2.9% 300

合　計 7,403 8,550 +15.5% 8,900

単位：億円
19/3月期

通期実績

20/3月期

通期予想
(2/5発表)

増減率
20/3月期

通期予想
(前年10/31発表)

国内ガス事業 298 278 -6.7% 291

米国ガス事業 156 220 +40.7% 220

欧州ガス事業*1 65 250 +280.7% 255

アジア・オセアニアガス事業 91 107 +16.9% 110

サーモス事業 91 82 -10.8% 94

消去又は全社*2 -45 -22 - -20

コア営業利益　計 658 915 +39.0% 950

非経常損益 10 35 - 70

営業利益 668 950 +42.1% 1,020

*1 2019年3月期 通期実績は、米国Praxair, Inc.より取得しました欧州事業の2018年12月から2019年3月までの4ヶ月の業績でした。
*2 2019年3月期 通期実績で、コア営業利益に計上される欧州事業の取得関連費用（アドバイザリー費用等）として27億円を計上しました。

12

（参考資料）



売上収益開示区分
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セグメントごとの売上収益開示区分の内訳は下記の図表の通りです。

開示区分 内容

ガス 酸素、窒素、アルゴンをはじめとする産業ガス、ＬＰガス、特殊ガス

パッケージ お客さまに充填容器（シリンダー）を配送し、ガスの利用方法に応じて供給する形態

セパレートガス 他 セパレートガス（大気から分離して製造する酸素・窒素・アルゴン）を含む、すべてのガス

バルク お客さまの構内に液化ガスの貯槽を設置して、ガスの利用方法に応じて供給する形態

セパレートガス 酸素、窒素、アルゴン

炭酸ガス 炭酸ガス、ドライアイス

ヘリウム ヘリウムガス

その他ガス 水素などのその他のガス

オンサイト お客さまの隣接地に生産工場を設置して、配管を直接繋いで、常時供給する形態

セパレートガス 酸素、窒素、アルゴン

その他ガス 水素、一酸化炭素などのその他のガス

ＬＰガス プロパンガス、ブタンガス

特殊ガス 半導体や液晶パネルの製造工程で使用される電子材料ガス、標準ガス、高純度ガスなど

機器・工事 他 ガス利用時の付帯設備、ガス純度を上げるための精製設備、設備据付工事など

ガス関連・プラント 他 供給設備・除害装置などのガス関連機器、空気分離装置（Air Separation Unit）など

エレクトロニクス関連 エレクトロニクス向けの設備据付・配管工事、不純物を除去する精製装置など

溶接・溶断関連 ガス溶接・溶断を含む金属加工で利用される機器・器具類、溶接棒など（ハードグッズ）

非経常収益・費用明細

14

明細 金額 明細 金額

国内土地売却益 9億円 国内土地売却益等 65億円

その他 -1億円 alfi事業再構築関連費用（サーモス） -5億円

関係会社事業整理に伴う減損損失等 -23億円

合計 8億円 合計 36億円

19/3月期 3Q実績 20/3月期 3Q実績

【非経常収益・費用明細】

コア営業利益 438 682 +244

非経常損益 8 36 +28

営業利益 446 718 +272

19/3月期

3Q実績

20/3月期

3Q実績

前年

同期比
単位：億円



要約キャッシュ・フロー計算書（連結）
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税引前四半期利益 422 609 +187

減価償却費・償却費 368 630 +262

運転資金増減 23 -82 -105

その他 -222 -184 +38

①営業活動によるキャッシュ・フロー 591 972 +381

設備投資 -535 -543 -8

投融資 -6,458 -5 +6,453

その他（資産売却 等） 36 98 +62

②投資活動によるキャッシュ・フロー -6,957 -451 +6,506

フリー・キャッシュ・フロー（①＋②） -6,365 521 +6,886

9,321 9,426 +105

- 1.48 -

19/3月期

3Q実績

20/3月期

3Q実績

前年

同期比
単位：億円

調整後ネットD/Eレシオ

純有利子負債

純有利子負債：有利子負債 － 現金及び現金同等物

調整後ネットD/Eレシオ：（純有利子負債－資本性負債*1）／（親会社の所有者に帰属する持分+資本性負債*1）

*1 資本性負債：ハイブリッドファイナンス*2で調達した負債のうち、格付機関から資本性の認定を受けた額（調達額の50%）

*2 ハイブリッドファイナンス：負債でありながら、利息の任意繰延、超長期の返済期限、清算手続き及び倒産手続きにおける劣後性等の
資本に類似した特徴を有しているファインナンス形態

要約財政状態計算書（連結）
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現金及び現金同等物 596 737 +141

営業債権 1,979 1,845 -134

棚卸資産 662 735 +73

その他 232 266 +34

流動資産 合計 3,471 3,585 +114

有形固定資産* 6,393 6,647 +254

のれん 4,377 4,344 -33

無形資産 2,538 2,422 -116

その他 929 856 -73

非流動資産 合計 14,238 14,271 +33

資産 合計 17,710 17,857 +147

19/3月期

期末実績

20/3月期

 3Q期末実績

比較

差異
単位：億円

有利子負債* 10,054 10,164 +110

営業債務 1,059 931 -128

その他 2,237 2,181 -56

負債 合計 13,351 13,277 -74

資本金・剰余金等 4,295 4,641 +346

その他の資本の構成要素 -229 -373 -144

4,066 4,267 +201

292 312 +20

資本 合計 4,358 4,579 +221

負債・資本 合計 17,710 17,857 +147

非支配持分

19/3月期

期末実績

20/3月期

3Q期末実績

比較

差異

親会社の所有者に帰属する持分

* IFRS第16号（リース）を適用することにより、本基準の適用開始日において、当社グループのリース関連の資産の帳簿価額が341億円増加し、同時にリース負債が346億円増加しております。



重要経営指標（連結）

17

19/3月期

3Q実績

20/3月期

3Q実績

19/3月期

期末実績

20/3月期

期末予想

基本的１株当たり当期利益 62.93円 95.57円 95.42円 124.78円

海外売上収益比率 45.4% 56.2% 47.9% 55.0%

ROE - - 10.4% 12.9%

ROCE - - 6.2% 6.5%

一株当たり年間配当金 - - 25円 28円

配当性向 - - 26.2% 22.4%

設備投資（資金ベース） 535.27
億円

543.89
億円

741.52
億円

776.00
億円

投融資* 6,458.65
億円

5.48
億円

6,911.26
億円

-

減価償却費 368.81
億円

630.73
億円

561.11
億円

850.00
億円

有利子負債残高 10,114.15
億円

10,164.08
億円

10,054.02
億円

9,919.00
億円

純有利子負債残高 9,321.67
億円

9,426.16
億円

9,457.82
億円

9,144.00
億円

* 上記で開示している「投融資」は、投資活動によるキャッシュ・フローの投融資（投資有価証券の取得、子会社株式の取得、事業譲受）です。

事業別売上収益割合

18

産業ガス

69%

エレクトロニクス

17%

メディカル

8%

エネルギー

6%

2020年3月期
第3四半期

6,135億円
（除くサーモス）



大陽日酸のガス供給体制
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空気分離装置(ASU)

CE
蒸発器

液化ガスローリー
（バルク）

パイプラインで供給
（オンサイト）

パッケージガス

充填所

お客さま

・鉄鋼・非鉄金属
・エレクトロニクス
・石油・化学
・自動車・機械
・ガラス・製紙
・医療
・食品
・その他

酸素 窒素
アル
ゴン

シリンダーによる供給
（パッケージガス）

パッケージ
ガス デュワー瓶

（液体）炭酸
ガス 水素 ヘリ

ウム

ＬＰ
ガス

特殊
ガス

アセチ
レン

酸素 窒素
アル
ゴン

酸素 窒素
アル
ゴン

タンクローリー、シリンダーに
よる供給（バルク、パッケージガス）

化学工場の
オフガス

海外からコン
テナ等で輸入

セパレートガス

その他のガス

酸素 窒素
アル
ゴン

炭酸
ガス 水素 ヘリ

ウム

ＬＰ
ガス

特殊
ガス

アセチ
レン

注意事項
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●本資料は、証券取引上のディスクロージャー資料ではなく、
その情報の正確性、完全性を保証するものではございません。

●また、本資料には将来に関する計画や戦略、業績に関する
予想や見通しが記述されております。これらは現時点で
入手可能な情報により当社が判断、想定したものであり、
実際の業績はさまざまなリスクや不確実性（経済動向、
市場需要、為替レート、税制や諸制度などがございますが、
これらに限りません）を含んでおります。

●このため、現時点での見込みとは異なる可能性がございます
ことをお含みおきいただき、本資料のみに依拠して投資判断
されますことはお控え下さいますよう、お願い致します。


